
デ厖逗
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でんし だま でん

電子ライターをカチッと押すと、アルミ玉に電
きなが まわ く る ま は し

気ガ流れてプロペラガ回り、車ガ走りだします。

コヒーラは1890毎にフランスのブランリーガ藷
めい でんぱけんしゅつき いま

明しだ電波検出蚕のことです。今力らおよそ100
つか

年前にコヒーラを使ってイタリアのマルコーーガ
むせんつうしんせいこう はってん；；

無線通信に成功しましだ。無線通信の発展に大き
ァうけん めみ

＜貢献しだコヒーラを作り、目に見えない電波の
ちからかん

力を感じてみよう。

1 .. コヒーラをつくる

))))))))))) 

ひつよう

必要なもの

R フィルムケース（押し込みふた付き）

。アルミホイル魯モーター
たん でんち

R プロペラ。単3電池R単3電池ボックス
たけ せってんう どう

。竹ひこ:"接点受けR銅テープ
しゃりん

魯ゼムクリップ鬱リード線。車輪。シャフト
せいだん

。ベースRプラスチック製段ボール
りょうめん

。セロテープ◎両面テープ

道具
疇はさみ。カッター淀窺鬱ラジオペンチ

くち なが

。紙ヤスリ。電子ライター（口の長いもの）

どうたい かんち あなすうこ

① フィルムケースの胴体に電波を感知させるための穴を数個あける。（図 l)
はば おび

② アルミホイルを 5x 10cmに切り、折りたたんで約 1cm幅の帯を 2本つくり、アルミ帯の昇鑓がフィ
でんきょく

ルムケースの底に付くように 2本が向かい合うように入れ、電極にする。（図e)
しほう

③ アルミホイルを約10cm四方に切り、これを丸めて直径 5,.._,_.., 6 mmほどの玉を10,--._..,15個くらいつくり、

フィルムケースの中に入れる。（図 3)

図 l 図E
く どうぶ

E魯駆動部をつくる

① フィルムケースのふたに両面テープを使いモーターを取り付ける。（図 4)

② モーターにプロペラを取り付ける。

③ 1のフィルムケースにかぶせる。（図 5)
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4 .. 

① 

② 
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ベースに車輪取り付け用プラスチック製段ボール
しゃじく

プラスチック製段ボールに車軸を通し、

6
 し．ヽ

4して

せんたん せってん

竹ひごの先端にリード線を巻き、その上に銅テープを巻き接点にする。（図 8)
ひょうめん

接点受けをベース表面にセロテープで止め、一方の接点受けを接点にする。（図 9)

B
 

ープで取り付ける。

7) を取り付ける。

6) 

7
 

，
 ① モーターカー本体に、コ

ヒーラセット、電池ボック
ていし

ス、停止スイッチをそれぞ

れ両面テープ、セロハン

テープ等で止める。
はいせん

② 電気配線をする。
きょく

電池のプラス極→

スイッチ→

（片方）
たほう

ラの（他方）

ター→
じゅん

の順に取り付ける。

6" 

① 

② 

③ 

停止

コヒーラの

コヒー

モー

マイナス

1) 

ボックスに電池をセット

コヒーラセットの近く
せいこう

ば成功。

ライタ

る。

ライターを“カチッ” と らしてみる。

※
 

しないように、 口の先をセロハンテープでまいておく。
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